
提

出

者

首

藤

信

彦

平
成
十
五
年
四
月
二
十
四
日
提
出

質

問

第

六

三

号

「
国
際
的
な
組
織
犯
罪
の
防
止
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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「
国
際
的
な
組
織
犯
罪
の
防
止
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書

我
が
国
に
お
い
て
は
、
現
在
犯
罪
検
挙
率
が
二
割
を
切
る
な
ど
、
多
様
化
す
る
犯
罪
へ
の
対
応
の
脆
弱
さ
が
懸
念
さ
れ
る
状

態
に
あ
る
。
一
方
、
マ
フ
ィ
ア
や
蛇
頭
等
と
称
さ
れ
る
組
織
に
よ
る
外
国
人
絡
み
の
越
境
的
、
多
国
間
的
な
組
織
犯
罪
が
多
発

し
て
お
り
、
我
が
国
の
現
状
に
即
し
た
法
整
備
を
進
め
る
必
要
性
が
増
し
て
い
る
。

一
方
、
日
本
政
府
に
よ
る
国
際
法
の
解
釈
に
関
し
て
は
、
現
状
に
即
し
な
い
誤
訳
、
ま
た
は
本
来
の
法
の
意
味
が
曲
解
さ
れ

た
翻
訳
が
数
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
表
題
の
「
国
際
的
な
組
織
犯
罪
の
防
止
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
」
に
関
し
て

も
、
原
文
は

U
N

IT
E

D
N

AT
IO

N
S

C
O

N
V

E
N

T
IO

N
A

G
A

IN
ST

T
R

A
N

SN
AT

IO
N

A
L

O
R

G
A

N
IZE

D
C

R
IM

E

で
あ

り
、T

R
A

N
SN

AT
IO

N
A

L

を
国
際
的
と
訳
す
こ
と
で
、
原
文
の
意
味
す
る
「
越
境
的
な
組
織
犯
罪
」
と
は
異
な
る
意
味
に

な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
認
識
に
基
づ
き
、
以
下
質
問
す
る
。

外
務
省
の
訳
文
に
お
け
る
「
国
際
的
な
組
織
犯
罪
の
防
止
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
」
の
第
五
条
�－

�－

�
は
左
記
の
よ

う
な
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

第
五
条

「
組
織
的
な
犯
罪
集
団
へ
の
参
加
の
犯
罪
化
」

一



�

締
結
国
は
、
故
意
に
行
わ
れ
た
次
の
行
為
を
犯
罪
と
す
る
た
め
、
必
要
な
立
法
そ
の
他
の
措
置
を
と
る
。

�

次
の
一
方
又
は
双
方
の
行
為
（
犯
罪
行
為
の
未
遂
又
は
既
遂
に
係
る
犯
罪
と
は
別
個
の
犯
罪
と
す
る
。
）

�

金
銭
的
利
益
そ
の
他
の
物
質
的
利
益
を
得
る
こ
と
に
直
接
又
は
間
接
に
関
連
す
る
目
的
の
た
め
重
大
な
犯
罪
を
行
う

こ
と
を
一
又
は
二
以
上
の
者
と
合
意
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
国
内
法
上
求
め
ら
れ
る
と
き
は
、
そ
の
合
意
の
参
加
者
の

一
人
に
よ
る
当
該
合
意
の
内
容
を
推
進
す
る
た
め
の
行
為
を
伴
い
又
は
組
織
的
な
犯
罪
集
団
が
関
与
す
る
も
の

な
お
、
�
の
条
約
原
文
（
英
語
）
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

A
greeing

w
ith

one
or

m
ore

other
persons

to
com

m
it

a
serious

crim
e

for
a

purpose
relating

directly
or

indirectly
to

the
obtaining

of
a

financial
or

other
m

aterial
benefit

and,
w

here
required

by
dom

estic
law,

involving
an

act
undertaken

by
one

of
the

participants
in

furtherance
of

the
agreem

ent
or

involving
an

organized
crim

inal
group.

一

外
務
省
の
訳
文
で
は

financial
or

other
m

aterial
benefit

が
「
金
銭
的
、
そ
の
他
の
物
質
的
な
利
益
」
と
訳
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
誤
訳
で
あ
り
、
正
し
く
は
「
金
銭
的
、
そ
の
他
の
重
要
な
利
益
」
と
訳
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
現
状
は

ハ
ッ
カ
ー
に
よ
る
情
報
等
無
形
財
産
を
狙
っ
た
犯
罪
も
多
発
し
て
お
り
、
そ
れ
が
、
心
理
的
、
精
神
的
な
恐
怖
を
も
た
ら
す

二



こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
い
か
ら
で
あ
る
。m

aterial

は
「
重
要
な
」
の
意
味
で
一
般
的
に
使
用
さ
れ
て
お

り
、
物
質
的
と
訳
す
の
は
現
状
を
考
え
て
も
全
く
正
当
性
を
欠
い
て
い
る
。
「
物
質
的
」
と
翻
訳
し
た
根
拠
を
示
さ
れ
た

い
。
同
時
に
、
国
際
法
上
、
外
務
省
の
訳
文
を
正
し
い
と
証
明
す
る
客
観
的
な
根
拠
（
事
例
）
を
挙
げ
ら
れ
た
い
。
ま
た
、

こ
の
よ
う
な
訳
が
決
定
・
承
認
さ
れ
た
経
緯
を
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

二

こ
の
よ
う
な
誤
っ
た
翻
訳
の
多
発
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
第
三
者
と
し
て
の
専
門
家
も
交
え
て
精
査
・
論
議
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
政
府
の
考
え
を
述
べ
ら
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


